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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＥＬ装置において、
　発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器構造と、を備えた複数の光出力部を有
し、
　前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する発光層を有する第１の光出力部と、前記
第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する第２の光出力部と、前記第１及び第２の
光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の光出力部と、を含んで構成され、
　前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主面に対して直交する方向に前記
共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示す共振ピーク波長が、前記発光
層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピーク波長よりも長波長側にある
とともに、
　前記第１乃至第３の光出力部の発する光の前記発光ピーク波長とそれに対応する前記各
共振ピーク波長との差をそれぞれΔλｒ、Δλｇ、Δλｂとしたとき、０．５≦Δλｇ／
Δλｒ≦２、及び０．５≦Δλｂ／Δλｇ≦２となることを特徴とするＥＬ装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＥＬ装置において、
　前記第１乃至第３の光出力部の共振ピーク波長は、可視光領域に存在することを特徴と
するＥＬ装置。
【請求項３】
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　請求項１に記載のＥＬ装置において、
　前記第１の色は赤色、前記第２の色は緑色、前記第３の色は青色であることを特徴とす
るＥＬ装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のＥＬ装置において、
　前記第１乃至第３の光出力部の前記共振器構造は、
　前記発光層の厚み方向の両側に設けられる一対の２つの電極の間に形成される単数もし
くは複数の層を含むことを特徴とするＥＬ装置。
【請求項５】
　ＥＬ装置において、
　発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器構造と、を備えた複数の光出力部を有
し、
　前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する発光層を有する第１の光出力部と、前記
第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する第２の光出力部と、前記第１及び第２の
光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の光出力部と、を含んで構成され、
　前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主面に対して直交する方向に前記
共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示す共振ピーク波長が、前記発光
層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピーク波長よりも長波長側にある
とともに、
　前記第１乃至第３の光出力部を搭載する基板と、前記第１乃至第３の光出力部を被覆し
、前記第１乃至第３の光出力部が発する光を透過する封止膜と、を更に備え、
　前記各光出力部の前記共振器構造は封止膜を含むことを特徴とするＥＬ装置。
【請求項６】
　ＥＬ装置において、
　発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器構造と、を備えた複数の光出力部を有
し、
　前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する発光層を有する第１の光出力部と、前記
第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する第２の光出力部と、前記第１及び第２の
光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の光出力部と、を含んで構成され、
　前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主面に対して直交する方向に前記
共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示す共振ピーク波長が、前記発光
層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピーク波長よりも長波長側にある
とともに、
　前記第１乃至第３の光出力部を搭載し、前記第１乃至第３の光出力部が発する光を透過
する透明基板を更に備え、
　前記各光出力部の前記共振器構造は、前記透明基板を含むことを特徴とするＥＬ装置。
【請求項７】
　ＥＬ装置において、
　発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器構造と、を備えた複数の光出力部を有
し、
　前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する発光層を有する第１の光出力部と、前記
第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する第２の光出力部と、前記第１及び第２の
光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の光出力部と、を含んで構成され、
　前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主面に対して直交する方向に前記
共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示す共振ピーク波長が、前記発光
層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピーク波長よりも長波長側にある
とともに、
　前記第１乃至第３の光出力部の前記共振器構造は、
　前記第１乃至第３の光出力部の発する光が外部に向けて出射されるまでに通過する全て
の層および部材を含むことを特徴とするＥＬ装置。
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【請求項８】
　ＥＬ装置において、
　発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器構造と、を備えた複数の光出力部を有
し、
　前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する発光層を有する第１の光出力部と、前記
第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する第２の光出力部と、前記第１及び第２の
光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の光出力部と、を含んで構成され、
　前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主面に対して直交する方向に前記
共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示す共振ピーク波長が、前記発光
層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピーク波長よりも長波長側にある
とともに、
　前記第１乃至第３の光出力部の発する光の前記発光ピーク波長とそれに対応する前記各
共振ピーク波長との差の絶対値は、前記共振器構造の厚みが大きい光出力部ほど大きく設
定されていることを特徴とするＥＬ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー発光を行うＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ）装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ＥＬ装置は、発光層と、該発光層の光を共振する共振器構造とを有する光出力部を複数
有している。共振器構造は、発光層を挟み込んだ電極間、光が通過するその他の層、部材
等を含んで構成されている。この共振器構造で共振した光の共振波長は、ＥＬ装置から出
射する光の出射角により変化し、これによってＥＬ装置から出射する光の強度が光の出射
角によって変化することが知られている。
【０００３】
　この点に関し、カラー発光を行う従来のＥＬ装置では、各色画素を構成する各光出力部
の発光層が発光する赤、緑、青の各色の光の波長と、各光出力部の共振器構造の共振波長
との関係に関する対策が十分ではなかった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このため、従来のＥＬ装置では、各色画素を形成する赤、緑、青の各光出力部から出射
する各色の光の強度比が、光の出射角によって大きく変動し、出射角（視認方向）によっ
て発光色が変化する色ずれが生じていた。
【０００５】
　そこで、本発明の解決すべき課題は、視認方向の変化による発光色の色ずれを抑制する
ことができるＥＬ装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するため、請求項１のＥＬ装置は、発光層と、該発光層の発する光を
共振する共振器構造と、を備えた複数の光出力部を有し、前記複数の光出力部は、第１の
色の光を発する発光層を有する第１の光出力部と、前記第１の色と異なる色の光を発する
発光層を有する第２の光出力部と、前記第１及び第２の光と異なる色の光を発する発光層
を有する第３の光出力部と、を含んで構成され、前記第１乃至第３の光出力部に関して、
前記発光層の主面に対して直交する方向に前記共振器構造を透過した光の透過スペクトル
のピーク値を示す共振ピーク波長が、前記発光層が発光する光の発光スペクトルのピーク
値を示す発光ピーク波長よりも長波長側にあるとともに、前記第１乃至第３の光出力部の
発する光の前記発光ピーク波長とそれに対応する前記各共振ピーク波長との差をそれぞれ
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Δλｒ、Δλｇ、Δλｂとしたとき、０．５≦Δλｇ／Δλｒ≦２、及び０．５≦Δλｂ
／Δλｇ≦２となることを特徴とする。
【０００８】
　さらに、請求項２に記載のＥＬ装置は、請求項１に記載のＥＬ装置において、前記第１
乃至第３の光出力部の共振ピーク波長は、可視光領域に存在することを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項３に記載のＥＬ装置は、請求項１に記載のＥＬ装置において、前記第１の
色は赤色、前記第２の色は緑色、前記第３の色は青色であることを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項４に記載のＥＬ装置は、請求項１に記載のＥＬ装置において、前記第１乃
至第３の光出力部の前記共振器構造は、前記発光層の厚み方向の両側に設けられる一対の
２つの電極の間に形成される単数もしくは複数の層を含むことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項５に記載のＥＬ装置は、発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器
構造と、を備えた複数の光出力部を有し、前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する
発光層を有する第１の光出力部と、前記第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する
第２の光出力部と、前記第１及び第２の光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の
光出力部と、を含んで構成され、前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主
面に対して直交する方向に前記共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示
す共振ピーク波長が、前記発光層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピ
ーク波長よりも長波長側にあるとともに、前記第１乃至第３の光出力部を搭載する基板と
、前記第１乃至第３の光出力部を被覆し、前記第１乃至第３の光出力部が発する光を透過
する封止膜と、を更に備え、前記各光出力部の前記共振器構造は封止膜を含むことを特徴
とする。
【００１３】
　また、請求項６に記載のＥＬ装置は、発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器
構造と、を備えた複数の光出力部を有し、前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する
発光層を有する第１の光出力部と、前記第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する
第２の光出力部と、前記第１及び第２の光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の
光出力部と、を含んで構成され、前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主
面に対して直交する方向に前記共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示
す共振ピーク波長が、前記発光層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピ
ーク波長よりも長波長側にあるとともに、前記第１乃至第３の光出力部を搭載し、前記第
１乃至第３の光出力部が発する光を透過する透明基板を更に備え、前記各光出力部の前記
共振器構造は、前記透明基板を含むことを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項７に記載のＥＬ装置は、発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器
構造と、を備えた複数の光出力部を有し、前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する
発光層を有する第１の光出力部と、前記第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する
第２の光出力部と、前記第１及び第２の光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の
光出力部と、を含んで構成され、前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主
面に対して直交する方向に前記共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示
す共振ピーク波長が、前記発光層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピ
ーク波長よりも長波長側にあるとともに、前記第１乃至第３の光出力部の前記共振器構造
は、前記第１乃至第３の光出力部の発する光が外部に向けて出射されるまでに通過する全
ての層および部材を含むことを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項８に記載のＥＬ装置は、発光層と、該発光層の発する光を共振する共振器
構造と、を備えた複数の光出力部を有し、前記複数の光出力部は、第１の色の光を発する
発光層を有する第１の光出力部と、前記第１の色と異なる色の光を発する発光層を有する
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第２の光出力部と、前記第１及び第２の光と異なる色の光を発する発光層を有する第３の
光出力部と、を含んで構成され、前記第１乃至第３の光出力部に関して、前記発光層の主
面に対して直交する方向に前記共振器構造を透過した光の透過スペクトルのピーク値を示
す共振ピーク波長が、前記発光層が発光する光の発光スペクトルのピーク値を示す発光ピ
ーク波長よりも長波長側にあるとともに、前記第１乃至第３の光出力部の発する光の前記
発光ピーク波長とそれに対応する前記各共振ピーク波長との差の絶対値は、前記共振器構
造の厚みが大きい光出力部ほど大きく設定されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、各光出力部の共振器構造の共振ピーク波長が、各光出力部に設けられ
る発光層が発光する各色の光の発光ピーク波長よりも長波長側にあるため、視認者の視認
方向が正面方向に対して傾くように変化しても、各色の光の出射強度が視認方向の傾き角
の増大に伴って揃って変化するようになっている。このため、視認方向の変化による発光
色の色ずれを抑制することができる。
【００１７】
　なお、ＥＬ装置が、比較的視野角の広さが要求される用途、例えばテレビ用のＥＬ装置
である場合、共振ピーク波長は発光ピーク波長よりも長波長側に位置することが好ましい
。
【００１８】
　すなわち、透過スペクトルの共振ピーク波長は視認方向が傾くにつれて短波長側に移動
するため、共振ピーク波長が発光ピーク波長よりも短波長側に位置した状態で視認方向が
傾くと、共振ピーク波長と発光ピーク波長との差が大きくなることに起因して透過スペク
トルと発光スペクトルの積である出射スペクトルは減少するが、予め透過スペクトルの共
振ピーク波長を発光スペクトルの発光ピーク波長よりも長波長側に設定しておけば、視認
方向の傾斜角が小さいうちは共振ピーク波長と発光ピーク波長とが互いに近づくため、出
射スペクトルが増加し、傾斜角が大きくなっても出射スペクトルの減少度合いは透過スペ
クトルの共振ピーク波長を発光ピーク波長よりも短波長側にずらす場合に比べて小さくな
る。したがって、透過スペクトルの共振ピーク波長を発光スペクトルの発光ピーク波長よ
りも長波長側に設定した方が広い視野角が求められる場合、有利である。
【００１９】
　また、本発明によれば、各光出力部における各色の光の発光ピーク波長とそれに対応す
る各共振ピーク波長との差Δλｒ、Δλｇ、Δλｂの比を好適な範囲に設定することによ
り、視認方向の変化による発光色の色ずれをさらに的確に抑制することができる。
【００２０】
　さらに、本発明によれば、共振器構造の厚みの大きさを加味して各光出力部の共振ピー
ク波長と発光ピーク波長との関係を設定することにより、視認方向の変化による発光色の
色ずれを良好に抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　＜第１実施形態＞
　　＜色ずれの発生原理＞
　本実施形態の構成について説明する前に、まず色ずれの発生原理について説明する。
【００２２】
　図１（Ａ）及び図１（Ｂ）は、ＥＬ装置に含まれる共振器構造の特性と光の出射方向と
の関係を説明するための図である。
【００２３】
　図１（Ａ）及び図１（Ｂ）に示すように、ＥＬ装置１の光出力部１０には、電界発光を
行う発光層を含む有機層３の両側に電極等による反射面５，７が形成され、この反射面５
，７により共振器構造９が形成されるようになっている。このため、このＥＬ装置１から
視認者側に出射される光は、有機層３で発光されて反射面５，７で反射されることなく一
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方の反射面５を透過した光と、有機層３で発光されて反射面５，７で１又は複数回反射さ
れて一方の反射面５を透過した光との重ね合わせたものになっている。ここで、反射面５
，７は、屈折率が大きく変化する境界面などにより形成される。反射面５，７として機能
するものとしては、例えば、電極、光透過特性調整用の調整層の表面、有機層３を封止す
るための封止膜の表面、及びガラス基板（透明基板）の表面等が挙げられる。また、光出
力部１０とは、発光を行う有機層３と、その有機層３で発光された光の経路上に形成され
る共振器構造９とを含めた構成をいう。
【００２４】
　このような共振器構造９は、図１（Ａ）及び図１（Ｂ）に示すように、共振器構造９に
おいて重ね合わされて出射する光の経路がＥＬ装置１から出射する光の出射方向Ｄ１によ
って異なり、これによって共振波長が変化する、という特性を有している。すなわち、図
１（Ａ）及び図１（Ｂ）は、出射方向Ｄ１が変化したときの反射回数がゼロの光の経路Ａ
及び反射回数が１回の光の経路Ｂを示している。図１（Ａ）は光の出射方向Ｄ１がＥＬ装
置１の発光面に垂直な正面方向Ｄ２と平行なときに対応している。図１（Ｂ）は光の出射
方向Ｄ１が正面方向Ｄ２に対して傾いているときに対応している。そして、この光の経路
Ａ，Ｂの光路差が出射角θの増大に伴って縮小し、これによって、出射角θの増大に伴い
共振波長が短波長側に変化するようになっている。このため、有機層３で発光された光が
共振器構造９を透過するときの透過スペクトルが、出射角θの増大に伴って図２の実線で
示す状態から破線で示す状態に変化するようになっている。なお、出射角θとは、出射方
向Ｄ１の正面方向Ｄ２に対する傾き角である。
【００２５】
　図２のグラフの縦軸は、有機層３が発光した光のうちの共振器構造９を透過して外部に
出射する光の割合（光の透過率）に対応している。以下、透過スペクトルに関するグラフ
の縦軸は光の透過率に対応している。一方、後記する発光スペクトル及び出射スペクトル
に関するグラフの縦軸は光の強度に対応している。
【００２６】
　有機層３が発光する光のスペクトルは、有機層３の材料特性により決定され、例えば図
３に示すようなパターンを有している。この発光スペクトルは、光の出射方向Ｄ１の出射
角θに依らずに一定である。
【００２７】
　図４は、有機層３が発光する光の発光スペクトル、有機層３にて発生した光のうち、共
振器構造９を介して外部に出射する割合を示す透過スペクトル、及びＥＬ装置１から実際
に出射する光の出射スペクトルの関係を示す図である。曲線Ｌ１が発光スペクトルを示し
、曲線Ｌ２が透過スペクトルを示し、曲線Ｌ３が出射スペクトルを示している。図４にお
ける透過スペクトル（Ｌ２）及び出射スペクトル（Ｌ３）は、光出射方向Ｄ１の出射角θ
＝０°であるときを示している。図４に示すように、出射スペクトル（Ｌ３）は、発光ス
ペクトル（Ｌ１）と透過スペクトル（Ｌ２）との積により与えられる。
【００２８】
　上述のように、発光スペクトル（Ｌ１）は出射角θに依存しないが、透過スペクトル（
Ｌ２）が出射角θに依存するため、発光スペクトル（Ｌ１）と透過スペクトル（Ｌ２）と
の関係が出射角θにより変化し、し、これによって出射スペクトル（Ｌ３）が変化する。
【００２９】
　図５（Ａ）ないし図５（Ｃ）は、光の出射角の変化による発光スペクトルと透過スペク
トルの関係の変化を示す図である。図６（Ａ）ないし図６（Ｃ）は、図５（Ａ）ないし図
５（Ｃ）の各状態における出射スペクトルを示す図である。より詳細には、図５（Ａ）及
び図６（Ａ）は出射角θ＝０°のときの各スペクトルを示す。図５（Ｂ）及び図６（Ｂ）
は、出射角θ＝Ｃ１（０°＜Ｃ１＜９０°）であるときの各スペクトルを示す。図５（Ｃ
）及び図６（Ｃ）は出射角θ＝Ｃ２（０°＜Ｃ２＜９０°、Ｃ２＞Ｃ１）であるときの各
スペクトルを示している。なお、図５（Ａ）ないし図５（Ｃ）中の符号λ１は、発光スペ
クトル（Ｌ１）がピーク値となる発光波長を示している。
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【００３０】
　カラー発光を行うＥＬ装置１では、赤、緑、青の各色の光を出力する第１ないし第３の
光出力部１０が形成される。このため、対応する色の異なる光出力部１０同士で出射角θ
に対する透過スペクトルの変化特性が異なると、出射角θが変化した際に発光色の色ずれ
が生じる原因となる。
【００３１】
　図７（Ａ）ないし図７（Ｃ）は、従来のＥＬ装置における第１ないし第３の光出力部の
発光スペクトルと透過スペクトルとの関係を例示的に示す図である。
【００３２】
　図７（Ａ）に示すように、赤色に対応する第１の光出力部１０の透過スペクトルＬ２ｒ
のピーク値における波長（以下、透過スペクトルのピーク値における波長を「共振ピーク
波長」という）λ２ｒは、その光出力部１０の発光スペクトルＬ１ｒのピーク値における
波長（以下、発光スペクトルのピーク値における波長を「発光ピーク波長」という）λ１
ｒの長波長側にある。また、図７（Ｂ）に示すように、緑色に対応する第２の光出力部１
０の透過スペクトルＬ２ｇのピーク値における共振ピーク波長λ２ｇは、その光出力部１
０の発光スペクトルＬ１ｇの発光ピーク波長λ１ｇとほぼ等しくなっている。また、図７
（Ｃ）に示すように、青色に対応する第３の光出力部１０の透過スペクトルの共振ピーク
波長λ２ｂは、その光出力部１０の発光スペクトルＬ１ｂの発光ピーク波長λ１ｂの短波
長側にある。
【００３３】
　このため、上記の従来のＥＬ装置では、出射角θが変化した際に、第１ないし第３の光
出力部１０の共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂが発光ピーク波長λ１ｒ，λ１ｇ，
λ１ｂに対して無秩序に変化し、これによって、各色の光の出射強度（出射スペクトルの
ピーク値）の比率が大きく変化するようになっている。
【００３４】
　図８は、図７（Ａ）ないし図７（Ｃ）の構成が採用された場合における赤、緑、青の光
の出射強度と出射角との関係を示す図である。図８中の曲線Ｌ４ｒ，Ｌ４ｇ，Ｌ４ｂは、
第１ないし第３の光出力部１０から実際に出射される各色の光の出射強度と出射角θとの
関係を示している。各色の光の出射強度は出射角θ＝０°の場合を基準に正規化している
。
【００３５】
　図８から分かるように、各色の光の出射強度の比が出射角θの値により大きく変化して
いることが分かる。このため、仮に出射角θ＝０°を基準にしてＥＬ装置の発光色を設定
していても、出射角θが増大するのに伴ってその発光色がずれてゆくようになっている。
具体的には、出射角θ＝０°からθが大きくなるのに伴って、赤色の光の出射強度の比率
は増大するが、緑色及び青色の光の出射強度の比率は小さくなる。このため、正面方向Ｄ
２を基準に白色光を出力していても、斜め方向からＥＬ装置を見ると、赤色の成分の比率
が相対的に上がっている分、赤みがかって見えるようになっている。
【００３６】
　そこで、本願発明者らは、ＥＬ装置における第１ないし第３の光出力部１０の発光スペ
クトル（Ｌ１ｒ，Ｌ１ｇ，Ｌ１ｂ）と透過スペクトル（Ｌ２ｒ，Ｌ２ｇ，Ｌ２ｂ）との関
係を調節することにより、上記のような色ずれの課題を解決することを創出した。
【００３７】
　＜ＥＬ装置の構成＞
　図９は、本発明の第１実施形態に係るＥＬ装置の構成を概略的に示す断面図である。こ
のＥＬ装置２１は、トップエミッションタイプであり、図９に示すように、透明基板であ
るガラス基板２３と、そのガラス基板２３上に形成された素子部２５と、その素子部２５
の上に形成された調整層２７と、その調整層２７の上から素子部２５全体を覆うように形
成された封止膜２９とを備えている。素子部２５は、基板２３側から順に、第１の電極３
１、有機層３３及び第２の電極３５を備えている。有機層３３が第１及び第２の電極３１
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，３５によって挟み込まれている。
【００３８】
　また、このＥＬ装置２１では、カラー発光を行うため、図１０に示すように、赤、緑、
青の各色に対応して第１ないし第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂが複数配設されて
いる。ここで、光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂとは、発光を行う有機層３３と、その有
機層３３が発光した光の経路に形成される上述の共振器構造９（図１（Ａ）及び図１（Ｂ
）参照）とを含めた構成をいう。共振器構造９の具体例及びその特性等については、上述
の通りである。
【００３９】
　第１ないし第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの有機層３３には、後述のように、
赤、緑、青の各波長の光を発光するのに適した材料が用いられている。
【００４０】
　調整層２７は、第１ないし第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの光透過特性を調整
するためのものであり、光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂからの光の透過スペクトルが大
きくなるように、その光学膜厚（ｎｄ）が光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂごとに個別に
設定されている。なお、調整層２７は、第１ないし第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１
ｂごとに省略されることがある。調整層２７の成膜手法としては、例えば蒸着法が用いら
れる。このため、調整層２７は、メタルマスク等を用いることにより、各光出力部５１ｒ
，５１ｇ，５１ｂによって塗り分けを行うことができる。調整層２７の好適な材料として
は、スチリルアリーレン、ポリシラン等の透明有機材料、酸化チタン、硫化亜鉛等の透明
無機材料等がある。これらの材料の中で、特に有機材料は、蒸着温度を低くできるため、
基板２３の温度上昇による素子部２５へのダメージを小さく抑えることができるとともに
、メタルマスクの温度上昇でメタルマスクが変形することに起因するパターンぼけを抑制
しやすいという利点がある。さらに、図９に示す構成では、第２の電極３５に接して調整
層２７が形成されるため、有機層３３、第２の電極３５の成膜を行うときの同一のチャン
バ又は同一の真空度で調整層２７の成膜を行うことができる。このため、製造装置の規模
がコンパクトになり、かつ製造工程の高タクト化が図れる。
【００４１】
　封止膜２９は、有機層３３及び第２の電極３５等を封止するためのものであり、ＥＬ装
置２１の素子部２５が形成される領域を完全に覆うようにして形成されている。封止膜２
９は、光透過性を有する絶縁材料、例えばＳｉＮｘ等により形成され、光出力部５１ｒ、
５１ｇ、５１ｂを共通に被覆している。
【００４２】
　素子部２５の構成について説明する。第１の電極３１は、有機層３３が発光した光の少
なくとも一部を有機層３３側に反射するようになっており、透明、半透明、不透明のいず
れの電極材料を用いて形成してもよい。但し、光の反射率を高めるためには、第１の電極
３１を半透明電極又は不透明電極とするのがよい。更に好ましくは第１の電極は、Ａｌ等
の反射電極とするのがよい。第２の電極３５は、光を透過する導電材料であればいずれの
材料を用いて形成してもよい。但し、光の透過率を高めるためには、第２の電極３５を半
透明電極又は透明電極とするのがよい。なお、不透明電極の場合は、可視光の殆どを遮蔽
する光学特性と大きな電気伝導性とを備えた材料で形成される。また、透明電極の場合は
、可視光の多くを透過させるような光学特性と比較的大きな電気伝導性とを備えた材料で
形成される。また、半透明電極の場合は、透明電極と不透明電極との中間的な特性を有す
るものであり、可視光を透過させるような光学特性を有している必要があるため、電極の
膜厚を薄くすることでそのような光学特性を実現している。
【００４３】
　ここで、透明電極に好適な材料としては、例えばＩＴＯやＩＺＯ等がある。また、透明
電極の膜厚は、好ましくは５０ｎｍ以上であり、より好ましくは１００ｎｍ～３００ｎｍ
の範囲にある。また、不透明電極に好適な材料としては、Ａｌ等がある。また、その膜厚
は、好ましくは１００ｎｍ～３００ｎｍの範囲にある。また、半透明電極に好適な材料と
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しては、Ｌｉなどのアルカリ金属、Ｍｇ，Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａなどのアルカリ土類金属、あ
るいはＡｌ，Ｓｉ，Ａｇ等がある。その膜厚は、好ましくは１００ｎｍ未満であり、より
好ましくは５ｎｍ～５０ｎｍの範囲にある。
【００４４】
　有機層３３は、図１０に示すように、基板２３側から順に、正孔又は電子の注入を行う
ための電荷注入層４１と、正孔又は電子の輸送を行うための電荷輸送層４３と、ＥＬ発光
を行う発光層４５と、電子又は正孔の輸送を行うための電荷輸送層４７と、電子又は正孔
の注入を行うための電荷注入層４９とを備えている。なお、本実施形態では、少なくとも
一部に有機材料を用いて有機層３３を形成するようにしたが、有機層３３中の各層４１，
４３，４５，４７，４９のいずれかを無機材料により形成してもよい。また、各層４１，
４３，４５，４７，４９の全てを無機材料により形成しても良い。
【００４５】
　また、本実施形態では、有機層３３を５層構造で形成したが、種々の条件に応じて２な
いし４層構造、発光層４５のみの単層構造等、種々の層構造が採用される。例えば、第１
及び第２の電極３１，３５の反射特性（不透明、半透明又は透明）及び極性（いずれを陽
極側にするか等）、及び有機層３３の発光色の種類（赤色、緑色、青色）等に応じて、有
機層３３の構成及び材料が決定される。具体例としては、例えば、Ａｌｑ3（アルミキノ
リノール錯体）などの材料は、緑色の発光を行うとともに電子輸送性にも優れているため
、緑色の発光を行う素子部２５においては発光層と電子輸送層とがＡｌｑ3などの単一材
料で構成される場合がある。また、透明電極を用いる場合には、金属の電子注入層を用い
る場合が多い。なお、第１電極、第２電極、及び有機層は従来周知の蒸着法等の薄膜形成
技術を用いることによって形成される。また封止膜は従来周知のＣＶＤ法あるいは蒸着法
等の薄膜形成技術を採用することによって形成される。
【００４６】
　＜色ずれ防止について＞
　上述の色ずれの問題に対する本実施形態に係るＥＬ装置２１の構成について説明する。
図１１（Ａ）ないし図１１（Ｃ）は、本実施形態に係るＥＬ装置における第１ないし第３
の光出力部の発光スペクトルと透過スペクトルとの関係を例示的に示す図である。
【００４７】
　本実施形態では、図１１（Ａ）ないし図１１（Ｃ）に示すように、第１ないし第３の光
出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの光のうち、正面方向Ｄ２に共振器構造を透過した各色の
光の透過スペクトルの共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂが、その各光出力部５１ｒ
，５１ｇ，５１ｂに設けられる有機層３３が発光する各色の光の発光スペクトルの発光ピ
ーク波長λ１ｒ，λ１ｇ，λ１ｂのすべて長波長側に設定されている。なお、上記の共振
ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂとしては、可視光領域に存在するものが対象となる。
【００４８】
　このため、このＥＬ装置２１では、出射角θが変化した際に、第１ないし第３の光出力
部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂが発光ピーク波長λ
１ｒ，λ１ｇ，λ１ｂに対してほぼ同様な態様で変化し、赤、緑、青の各色の光の出射強
度が出射角θの増大に伴って揃って変化するようになっている。その結果、出射角θが変
化しても各色の光の出射強度の比率がほぼ一定に保たれるようになっている。
【００４９】
　また、共振器構造９の要素としては、基本的には、光が通過する領域に存在する全ての
層、部材が対象となりうる。具体的には、ＥＬ装置がトップエミッションタイプの場合、
発光層からの光は最終的には封止膜２９を透過して外部へ出射されるため、共振器構造９
の要素は、電極３１，３５間に形成される各層、調整層２７、封止膜２９等となる。そし
て、これらの要素の組み合わせによって共振器構造９が構成されるようになっている。但
し、電極３１，３５間に形成される共振器構造要素が全体の共振器構造９の特性に最も大
きく影響する。
【００５０】
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　各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの発する光の透過スペクトルの共振ピーク波長（λ
２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂ）の調節は、例えば、各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂで発光さ
れる光の発光スペクトルの発光ピーク波長（λ１ｒ，λ１ｇ，λ１ｂ）に対し、共振器構
造９中の各層の光学膜厚（ｎｄ、ｎは層の屈折率、ｄは層の膜厚）を調節することにより
行われる。光学膜厚の調節は、各層の膜厚や材料を調節することにより行われる。共振器
構造９の光学膜厚（ｎｄ）を大きくすると、共振ピーク波長は長波長側に移動する。一方
、共振器構造９の光学膜厚（ｎｄ）を小さくすると、共振ピーク波長は短波長側に移動す
る。
【００５１】
　また発光スペクトルおよび透過スペクトルの測定方法は次のように行われる。すなわち
、発光スペクトルは、収束イオンビーム（ＦＩＢ）等によるエッチングやカッティングな
どにより光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの有機層３３（より好ましくは、発光層４５）
を露出させ、該露出部に対し紫外光を照射し、その紫外線照射により発光層４５が発する
光のフォトルミネッセンススペクトルを測定することにより得られる。照射する紫外光は
キセノンランプ光源が良く、発光層４５の吸収ピーク波長に相当する波長をフィルタリン
グして照射するのが最も好ましい。吸収ピーク波長の把握が困難な場合は３６５ｎｍの波
長の紫外光を照射して測定すれば良い。一方、透過スペクトルは、光出力部５１ｒ，５１
ｇ，５１ｂを構成する材料の屈折率（吸収係数含む）と膜厚を測定し、その値から従来周
知のマトリックス法に基づき算出する。
【００５２】
　これに対して、発光スペクトルまたは透過スペクトルのいずれか一方が測定困難である
場合は、同一色の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂを最大階調で点灯させ、その出射スペ
クトルを測定し、該測定した出射スペクトルを測定可能であった発光スペクトルもしくは
透過スペクトルのいずれか一方のスペクトルで除することにより、測定できなかった発光
スペクトルもしくは透過スペクトルのうちの他方のスペクトルが算出され、この算出され
たスペクトルを用いる。
【００５３】
　図１２は、図１１（Ａ）ないし図１１（Ｃ）の構成における赤、緑、青の光の出射強度
と出射角との関係を示す図であり、その関係が曲線Ｌ４ｒ，Ｌ４ｇ，Ｌ４ｂによって示さ
れている。図１２から分かるように、出射角θの変化により各色の光の出射強度が変化す
る際に、その各色の光の出射強度の比が出射角θの値に関わらずほぼ一定に保たれている
ことが分かる。図１２の曲線Ｌ４ｒ，Ｌ４ｇ，Ｌ４ｂは出射角θの比較的広い範囲でほぼ
同様な変化特性を有しているため、図１２の出射強度の変化特性は、色ずれせずに広い視
野角を実現するのに適していることが分かる。
【００５４】
　また、各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの共振器構造９の共振波長の具体的な設定例
としては、次のような構成が望ましいことが分かっている。すなわち、各光出力部５１ｒ
，５１ｇ，５１ｂの共振器構造９の共振波長は、各色の発光ピーク波長λ１ｒ，λ１ｇ，
λ１ｂと各共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂとの差を、それぞれΔλｒ、Δλｇ、
Δλｂとしたとき、０．５≦Δλｇ／Δλｒ≦２、及び０．５≦Δλｂ／Δλｇ≦２とな
るように設定される。これらの値の上限値、下限値を外れると、色ズレは改善できるもの
の、出射スペクトルの値が小さくなり、発光輝度を維持するために消費電力が増大するお
それがある。
【００５５】
　また、共振器構造９の厚みが厚い光出力部ほど、発光ピーク波長と共振ピーク波長との
差の絶対値｜Δλ｜の値を大きく設定すれば、色ズレを更に改善することができる。その
理由は、正面に対して角度を変化させたときに得られる共振器波長の短波長側へのシフト
は、共振器構造の厚みに依存し、共振器構造の厚みが大きいほど同じ角度変化に対する共
振波長のシフト量が大きくなるからである。本実施形態のように、共振器構造９の厚みが
第１光出力部５１ｒ＞第２光出力部５１ｇ＞第３光出力部５１ｂの順である場合、｜Δλ
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ｒ｜、｜Δλｇ｜、｜Δλｂ｜の大小関係は、｜Δλｒ｜＞｜Δλｇ｜＞｜Δλｂ｜とな
っていることが好ましい。
【００５６】
　＜実施例＞
　以下に、従来のＥＬ装置に対応する比較例と、本実施形態に係るＥＬ装置２１の具体的
な実施例とを比較して説明する。なお、この実施例では、電極３１，３５間の共振器構造
要素に主に着目し、比較例との比較を行っている。
【００５７】
　比較例の構成は下記の通りである。
【００５８】
　　(a) 正孔注入層４１：無し
　　(b) 正孔輸送層４３
　　　　材料：ＮＰＢ
　　　　膜厚：７０ｎｍ（赤）、５０ｎｍ（緑、青）
　　(c) 発光層４５
　　　　ホスト材料：Ａｌｑ3（赤、緑）、ＳＤＰＶＢｉ（青）
　　　　ホスト膜厚：６０ｎｍ（赤）、５０ｎｍ（緑）、２０ｎｍ（青）
　　　　ドーパント材料：ＤＣＪＴＢ（赤）、クマリン（緑）、スチリルアミン（青）
　　(d) 電子輸送層４７：無し
　　(e) 電子注入層４９
　　　　材料：マグネシウム
　　　　膜厚：１０ｎｍ
　　(f) 第２の電極（陰極）３５
　　　　材料：ＩＴＯ
　　　　膜厚：１００ｎｍ
　図１３は、比較例の構成に基づいて各色の発光スペクトルと正面方向を基準とした透過
スペクトルとの関係について行った光学シミュレーション結果を示す図である。図１３が
示すシミュレーション結果より、赤色の透過スペクトル（Ｌ２ｒ）の共振ピーク波長は赤
色の発光スペクトル（Ｌ１ｒ）の発光ピーク波長の短波長側にあり、緑色の透過スペクト
ル（Ｌ２ｇ）の共振ピーク波長は緑色の発光スペクトル（Ｌ１ｇ）の発光ピーク波長とほ
ぼ一致しており、青色の透過スペクトル（Ｌ２ｂ）の共振ピーク波長は青色の発光スペク
トル（Ｌ１ｂ）の発光ピーク波長の長波長側にあることが分かる。
【００５９】
　図１４は、図１３の構成に基づいて赤、緑、青の光の出射強度と出射角との関係につい
て行った光学シミュレーション結果を示す図であり、その関係が曲線Ｌ４ｒ，Ｌ４ｇ，Ｌ
４ｂによって示されている。図１４のシミュレーション結果より、出射角θが増大したと
きに、赤色と緑色の光の出射強度が青色の光の出射強度に比して急激に低下しており、各
色の出射強度の比率に大きな開きがあることが分かる。
【００６０】
　次に、この比較例の構成において、正面方向Ｄ２を基準に、白色光の色座標がＤ６５（
黒体放射温度で６５００Ｋ）となるように、赤、緑、青の光の出射強度を設定し、出射角
θが増大したときの白色光のずれについて検討した。すると、この比較例では、出射角θ
＝６０°のときの白色光の色座標のずれを計算すると、Δｕ’ｖ’＝０．０２６という結
果が得られた。
【００６１】
　続いて、本実施形態に係るＥＬ装置２１の具体的な実施例について説明する。この実施
例では、上記の比較例の構成において、第１及び第２の光出力部５１ｒ，５１ｇの発光ス
ペクトルに対する透過スペクトルの関係を、第３の光出力部５１ｂの発光スペクトルに対
する透過スペクトルの関係に合わせて調節している。
【００６２】
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　実施例の構成は下記の通りである。
【００６３】
　　(a) 正孔注入層４１：無し
　　(b) 正孔輸送層４３
　　　　材料：ＮＰＢ
　　　　膜厚：７０ｎｍ（赤）、５０ｎｍ（緑、青）
　　(c) 発光層４５
　　　　ホスト材料：Ａｌｑ3（赤、緑）、ＳＤＰＶＢｉ（青）
　　　　ホスト膜厚：６８ｎｍ（赤）、６５ｎｍ（緑）、２０ｎｍ（青）
　　　　ドーパント材料：ＤＣＪＴＢ（赤）、クマリン（緑）、スチリルアミン（青）
　　(d) 電子輸送層４７：無し
　　(e) 電子注入層４９
　　　　材料：マグネシウム
　　　　膜厚：１０ｎｍ
　　(f) 第２の電極（陰極）３５
　　　　材料：ＩＴＯ
　　　　膜厚：１００ｎｍ
　図１５は、上記の実施例の構成に基づいて各色の発光スペクトルと正面方向を基準とし
た透過スペクトルとの関係について行った光学シミュレーション結果を示す図である。図
１５が示すシミュレーション結果より、赤、緑、青のすべての色の透過スペクトル（Ｌ２
ｒ，Ｌ２ｇ，Ｌ２ｂ）の共振ピーク波長が、対応する色の発光スペクトル（Ｌ１ｒ，Ｌ１
ｇ，Ｌ１ｂ）の発光ピーク波長の長波長側に設定されている。
【００６４】
　図１６は、図１５の構成に基づいて赤、緑、青の光の出射強度と出射角との関係につい
て行った光学シミュレーション結果を示す図であり、その関係が曲線Ｌ４ｒ，Ｌ４ｇ，Ｌ
４ｂによって示されている。図１６のシミュレーション結果より、上記の図１４のシミュ
レーション結果では、出射角θの増大に伴って赤色と緑色の光の出射強度が青色の光の出
射強度に比して急速に低下していたが、青色の光の出射強度よりも低下度合いが抑制され
ていることが分かる。また、各色の出射強度の出射角θに対する変化特性の開きが抑制さ
れている。
【００６５】
　そして、この実施例において、正面方向Ｄ２を基準に、白色光の色座標がＤ６５（黒体
放射温度で６５００Ｋ）となるように、赤、緑、青の光の出射強度を設定し、出射角θが
増大したときの白色光のずれについて検討した。すると、この実施例では、出射角θ＝６
０°のときの白色光の色座標のずれを計算すると、Δｕ’ｖ’＝０．０１４という結果が
得られた。これより、上記の比較例に対し、色ずれが改善されていることが分かる。
【００６６】
　なお、この実施例では、図１６に示すように、出射角θ＝０°、６０°付近であるとき
に、色ずれが最小になるように各色の透過スペクトルが設定されているが、本実施例と異
なる出射角θを基準として色ずれ改善を行ってもよく、その場合、各スペクトル幅の大小
関係、及びピーク波長のずらし量をコントロールすればよい。
【００６７】
　また、本実施例では共振器構造要素として電極間の共振器構造要素のみを考慮するよう
にしたが、調整層２７、封止膜２９等、外部に出射される発光層からの光が通過する各層
を全て含めた共振器構造要素を加味して第１ないし第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１
ｂの共振器構造９の共振ピーク波長と各色の発光ピーク波長との関係を設定することが好
ましい。
【００６８】
　以上のように、本実施形態によれば、第１ないし第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１
ｂの発する光の正面方向Ｄ２を基準とした透過スペクトルの共振ピーク波長λ２ｒ，λ２
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ｇ，λ２ｂが、その各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂに設けられる有機層３３が発光す
る各色の光の発光スペクトルの発光ピーク波長λ１ｒ，λ１ｇ，λ１ｂのすべて長波長側
に設定されているため、視認者の視認方向が正面方向Ｄ２に対して傾くように変化しても
、赤、緑、青の各色の光の出射強度が視認方向の傾き角の増大に伴って揃って変化するよ
うになっている。このため、視認方向の変化による発光色の色ずれを抑制することができ
る。特に、本実施形態では、図１２の出射強度の変化特性が示すように、色ずれせずに広
い視野角を実現するのに適している。
【００６９】
　また、各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂにおける赤、緑、青の光の発光ピーク波長λ
１ｒ，λ１ｇ，λ１ｂとそれに対応する各共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂとの差
Δλｒ、Δλｇ、Δλｂの比を上記のように最適な範囲に設定することにより、視認方向
の変化による発光色の色ずれをさらに的確に抑制することができる。
【００７０】
　＜第２実施形態＞
　本実施形態に係るＥＬ装置２１が上述の第１実施形態に係るＥＬ装置２１と実質的に異
なる点は、第１ないし第３の各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂにおける発光スペクトル
に対する透過スペクトルの設定条件が異なるのみであり、大まかな装置構成は互いに共通
しており、重複する部分については同一の参照符号を用い、説明を省略する。
【００７１】
　図１７（Ａ）ないし図１７（Ｃ）は、本発明の第２実施形態に係るＥＬ装置の第１ない
し第３の各光出力部における発光スペクトルと透過スペクトルとの関係を例示的に示す図
である。本実施形態では、図１７（Ａ）ないし図１７（Ｃ）に示すように、第１ないし第
３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの正面方向Ｄ２を基準とした透過スペクトルの共振
ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂが、その各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂに設けら
れる有機層３３が発光する各色の光の発光スペクトルの発光ピーク波長λ１ｒ，λ１ｇ，
λ１ｂのすべて短波長側に設定されている。なお、上記の共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ
，λ２ｂとしては、可視光領域に存在するものが対象となる。
【００７２】
　このため、このＥＬ装置２１においても、出射角θが変化した際に、第１ないし第３の
光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂが発光ピーク
波長λ１ｒ，λ１ｇ，λ１ｂに対してほぼ同様な態様で変化し、赤、緑、青の各色の光の
出射強度が出射角θの増大に伴って揃って変化するようになっている。その結果、出射角
θが変化しても各色の光の出射強度の比率がほぼ一定に保たれるようになっている。
【００７３】
　図１８は、図１７（Ａ）ないし図１７（Ｃ）の構成における赤、緑、青の光の出射強度
と出射角との関係を示す図であり、その関係が曲線Ｌ４ｒ，Ｌ４ｇ，Ｌ４ｂによって示さ
れている。図１８から分かるように、出射角θの変化により各色の光の出射強度が変化す
る際に、その各色の光の出射強度の比が出射角θの値によりほぼ一定に保たれていること
が分かる。
【００７４】
　また、好ましくは、各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの共振ピーク波長は、各色の発
光ピーク波長λ１ｒ，λ１ｇ，λ１ｂと各共振ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂとの差
を、それぞれΔλｒ、Δλｇ、Δλｂとしたとき、０．５≦Δλｇ／Δλｒ≦２、及び０
．５≦Δλｂ／Δλｇ≦２となるように設定される。
【００７５】
　これによって、本実施形態においても、上述の第１実施形態とほぼ同様な効果が得られ
る。特に、本実施形態では、図１８の出射強度の変化特性が示すように、色ずれが抑制さ
れた指向性の高い視野特性を実現するのに適している。
【００７６】
　なお、第１の実施形態と同様に、共振器構造９の厚みが厚い光出力部ほど、発光ピーク
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波長と共振ピーク波長との差の絶対値｜Δλ｜の値を大きく設定すれば、色ズレを更に改
善することができる。ただし、本実施形態においては、共振ピーク波長を発光ピーク波長
よりも短波長側にずらしており、各光出力部からの発光輝度が低下することから、第１実
施形態の場合と比べて、その効果は小さいと考えられる。
【００７７】
　＜第３実施形態＞
　図１９は、本発明の第３実施形態に係るＥＬ装置の構成を概略的に示す断面図である。
なお、図１９の構成において、上記の図９の構成とおおよそ対応する部分には同一の参照
符号を付し、説明の重複を回避することとする。
【００７８】
　本実施形態に係るＥＬ装置６１は、図１９に示すように、ボトムエミッションタイプで
あり、発光層の発する光は最終的に基板２３を透過して外部に出射される。
【００７９】
　このため、共振器構造９の要素として電極３１，３５間の共振器構造以外に考慮すると
すれば、ガラス基板２３自体、及び素子部２５とガラス基板２３との間に介在される図示
しない層（平坦化膜等）など、発光層の発する光が通過する領域に存在する各層、各部材
が共振器構造として挙げられる。
【００８０】
　そして、本実施形態では、第１ないし第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの各色の
発光スペクトルの発光ピーク波長と正面方向の透過スペクトルの共振ピーク波長との関係
を、上述の第１又は第２実施形態の要領で設定している。すなわち、第１ないし第３の光
出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂに生じる正面方向Ｄ２を基準とした透過スペクトルの共振
ピーク波長λ２ｒ，λ２ｇ，λ２ｂが、その各光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂに設けら
れる有機層３３が発光する各色の光の発光スペクトルの発光ピーク波長λ１ｒ，λ１ｇ，
λ１ｂのすべて長波長側又は短波長側に設定している。なお、上記の共振ピーク波長λ２
ｒ，λ２ｇ，λ２ｂとしては、可視光領域に存在するものが対象となる。
【００８１】
　このため、本実施形態においても、上述の第１又は第２実施形態とほぼ同様な効果が得
られる。
【００８２】
　また、本実施形態では、ガラス基板２３をも含めた共振器構造要素を加味して第１ない
し第３の光出力部５１ｒ，５１ｇ，５１ｂの共振器構造９の共振波長と各色の発光波長と
の関係を設定することにより、視認方向の変化による発光色の色ずれをさらに良好に抑制
することができる。
【００８３】
　以上のように、第１乃至第３の実施形態によれば、各光出力部の共振器構造の共振ピー
ク波長が、各光出力部に設けられる発光層が発光する各色の光の発光ピーク波長よりも全
ての色について長波長側または短波長側にあるため、視認者の視認方向が正面方向に対し
て傾くように変化しても、各色の光の出射強度が視認方向の傾き角の増大に伴って揃って
変化するようになっている。このため、視認方向の変化による発光色の色ずれを抑制する
ことができる。
【００８４】
　また、第１乃至第３の実施形態によれば、各光出力部における各色の光の発光ピーク波
長とそれに対応する各共振ピーク波長との差Δλｒ、Δλｇ、Δλｂの比を０．５≦Δλ
ｇ／Δλｒ≦２、及び０．５≦Δλｂ／Δλｇ≦２に設定することにより、視認方向の変
化による発光色の色ずれをさらに的確に抑制することができる。
【００８５】
　さらに、第１乃至第３の実施形態によれば、影響の大きい電極間の共振器構造の共振特
性を加味して各光出力部の共振ピーク波長と発光ピーク波長との関係を設定することによ
り、視認方向の変化による発光色の色ずれを良好に抑制することができる。
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【００８６】
　また、第１及び第２の実施形態によれば、封止膜を含めた共振器構造を加味して各光出
力部の共振器構造の共振波長と各色の発光波長との関係を設定することにより、視認方向
の変化による発光色の色ずれをさらに良好に抑制することができる。
【００８７】
　さらに、第３の実施形態によれば、透明基板を含めた共振器構造を加味して各光出力部
の共振器構造の共振波長と各色の発光波長との関係を設定することにより、視認方向の変
化による発光色の色ずれをさらに良好に抑制することができる。
【００８８】
　また、第１乃至第３の実施形態によれば、発光層の発する光が外部に出射されるまでに
通過する全ての層および部材を共振器構造として加味して各光出力部の共振器構造の共振
ピーク波長と発光ピーク波長との関係を設定することにより、視認方向の変化による発光
色の色ずれを極めて良好に抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】図１（Ａ）及び図１（Ｂ）はＥＬ装置に含まれる共振器構造の特性と光の出射方
向との関係を説明するための図である。
【図２】共振器構造の透過スペクトルを示す図である。
【図３】有機層の発光スペクトルを示す図である。
【図４】有機層の発光スペクトル、共振器構造の透過スペクトル及び光の出射スペクトル
の関係を示す図である。
【図５】図５（Ａ）ないし図５（Ｃ）は光の出射角の変化による発光スペクトルと透過ス
ペクトルの関係の変化を示す図である。
【図６】図６（Ａ）ないし図６（Ｃ）は図５（Ａ）ないし図５（Ｃ）の各状態における出
射スペクトルを示す図である。
【図７】図７（Ａ）ないし図７（Ｃ）は従来のＥＬ装置における第１ないし第３の光出力
部の発光スペクトルと透過スペクトルとの関係を例示的に示す図である。
【図８】図７（Ａ）ないし図７（Ｃ）の構成が採用された場合における赤、緑、青の光の
出射強度と出射角との関係を示す図である。
【図９】本発明の第１実施形態に係るＥＬ装置の構成を概略的に示す断面図である。
【図１０】図９のＥＬ装置の第１ないし第３の光出力部の構成を概略的に示す断面図であ
る。
【図１１】図１１（Ａ）ないし図１１（Ｃ）は図１０の各光出力部における発光スペクト
ルと透過スペクトルとの関係を例示的に示す図である。
【図１２】図１１（Ａ）ないし図１１（Ｃ）の構成における赤、緑、青の光の出射強度と
出射角との関係を示す図である。
【図１３】比較例の構成に基づいて各色の発光スペクトルと透過スペクトルとの関係につ
いて行った光学シミュレーション結果を示す図である。
【図１４】図１３の構成に基づいて赤、緑、青の光の出射強度と出射角との関係について
行った光学シミュレーション結果を示す図である。
【図１５】第１実施形態に係るＥＬ装置の具体的な実施例の構成に基づいて各色の発光ス
ペクトルと透過スペクトルとの関係について行った光学シミュレーション結果を示す図で
ある。
【図１６】図１５の構成に基づいて赤、緑、青の光の出射強度と出射角との関係について
行った光学シミュレーション結果を示す図である。
【図１７】図１７（Ａ）ないし図１７（Ｃ）は本発明の第２実施形態に係るＥＬ装置の第
１ないし第３の各光出力部における発光スペクトルと透過スペクトルとの関係を例示的に
示す図である。
【図１８】図１７（Ａ）ないし図１７（Ｃ）の構成における赤、緑、青の光の出射強度と
出射角との関係を示す図である。
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【図１９】本発明の第３実施形態に係るＥＬ装置の構成を概略的に示す断面図である。
【符号の説明】
【００９０】
　１　ＥＬ装置
　３　有機層
　５，７　反射面
　９　共振器構造
　１０　光出力部
　２１　ＥＬ装置
　２３　ガラス基板
　２５　素子部
　２７　調整層
　２９　封止膜
　３１　第１の電極
　３３　有機層
　３５　第２の電極
　４１　電荷注入層
　４３　電荷輸送層
　４５　発光層
　４７　電荷輸送層
　４９　電荷注入層
　５１ｒ　第１の光出力部
　５１ｇ　第２の光出力部
　５１ｂ　第３の光出力部
　６１　ＥＬ装置
　Ｄ１　出射方向
　Ｄ２　正面方向
　θ　出射角
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